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し

現在熊 取 町 に は、周知 の遺 跡 が 34箇 所 あ ります。

この数字 が物 語 るよ うに、私 た ちの祖 先 は この肥沃 な土

地 を基盤 と して営 々 と土 地 を開墾 し、産業 をお こ し、 ま

た文化 を築 き上 げなが ら地域 を発展 させて きま した。

しか し近年 の 高度経済 成 長 に伴 い、宅地 開発 等が盛 ん

に行 われ 、都 市 化が進 み、歴 史 を正 しく理解 して い く上

で 欠 くこ とので きない埋 蔵文 化財 にあ って は この影響 を

強 く受 け、多 くの遺跡・ 遺構 が破壊 の恐 れ に直面 して い

る といえ ます。

この よ うな状 況 の なか、本 町教 育委 員会で は、 開発 申

請 者等 の ご理 解 、 ご協 力 を得 て、 発 掘調 査或 は工事計 画

地 での立 会 、試掘調 査 等 を実 施 し、 国民 の共 有 財産で あ

る埋 蔵文 化財 の実態 の把握 と保存 に努 めて い ます。

本書 は、 これ らの事 業 の 中で、 昭和 62年 度 中 に国庫 補

助 を受 けて実施 した調 査成 果 を概 要 報 告書 と して ま とめ、

発刊 した もので あ ります。 ご くささやかで はあ ります が 、

周辺地域 史研究 の為の 資料 とな り、 わず かで も文化財 保

護 啓 蒙 に寄 与 で きます れ ば と念願 す る もので あ ります 。

最後 に現地 で の調 査及 び本書 の作成 にあた つて ご尽 力、

ご教 示 を い ただ きま した方 々、並 び に関係 各位 に対 し感

謝 の意 を 表 します。

昭和 63年 3月

熊 取 町 教 育 委 員 会

教育長  原   治 平

きズ〉ヾは



例

本 書 は 熊 取 町 教 育 委 員 会 が 昭 和 62年 度 国 庫 補 助 事 業

(国 庫 補 助 率 50%, 府 補 助 率 25%, 町 負 担 率 25%)と
して 計 画 し、 町 史 編 さ ん 室 が 担 当・ 実 施 し た 熊 取 町 遺

跡 群 の 調 査 概 要 報 告 書 で あ る 。

ま た 、 本 書 に は 前 年 度 末 に 調 査 を 実 施 し た 降 井 家 屋

敷 跡 86年 -1区 の 調 査 の 概 要 も併 せ て 掲 載 し た 。

調 査 は 熊 取 町 教 育 委 員 会 発 掘 調 査 嘱 託 員 井 田 匡 を 担

当 者 と して 昭 和 62年 4月 1日 に 着 手 し、
ノ

日召和 63年 3月

31日 終 了 し た 。

な お 、 調 査 に お け る 事 務 、 連 絡 等 は 町 史 編 さ ん 室 室

長 日 原 進 、 事 務 吏 員 根 来 光 恵 が お こ な っ た 。

調 査 の 実 施 と 整 理 に あ た っ て は 小 橋 秀 行 、 金 納 圭 吾 、

澤 雅 樹 、 二 反 田 茂 樹 、 久 世 公 一 、 西 野 徹 、 成 川 憲 明 、

渡 辺 由 美 子 、 根 来 公 恵 、 富 村 伊 都 子 、 新 居 田 美 紀 、 二

反 田 美 幸 、 辻 本 栄 子 の 諸 氏 の 協 力 と 援 助 を 受 け た 。

更 に 広 瀬 和 雄 、 佐 久 間 貴 士 、 坪 之 内 徹 の 各 氏 よ り 有

益 な 助 言 を 得 た 。 ま た 、 土 地 所 有 者 及 び 関 係 各 位 か ら

多 大 な 協 力 を 得 た 。 明 記 して 感 謝 の 意 を 表 し た い 。

本 書 中 の 標 高 は 東 京 湾 平 均 海 水 面 を 基 準 と し、 方 位

は 地 図 以 外 は 磁 北 を 示 す も の と し た 。

本 書 の 執 筆 は 井 田 の 他 、 遺 物 に つ い て は 一 部 の 調 査

参 加 者 が お こ な い 、 井 田 が 編 集 し た 。 執 筆 分 担 は 本 文

最 後 に 付 記 し た 。

調 査 に あ た

と も に カ ラ

と を 望 む ∩

て は 写 真・ 実 測 図 等 の 記 録 を 作 成 す る

ス ラ イ ドを 作 成 し た 。 広 く利 用 さ れ る
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熊取町遺跡群発掘調査概要報告書 OⅡ

第 1 じ に

熊取町では、文化財保護法第 57条 の 2、 3第 1項 による発掘届、及び発掘

通知 は年 々増加の傾向にあ り、特 に本年度 は大阪外環状線 に面 した地区での

店舗等の建築がめだ って多 い。また、人 口の増加に伴 った宅地の開発や区画整

理、河川改修、道路新設、公共施設の建設など も増加の一途をたどるばか りで

ある。

このよ うな状況を反映 してか、発掘届・ 発掘通知の届 出件数 は 44件 に及び、

その うち、立会・ 試掘調査 は 34件 、発掘調査 は 10件実施 した。

発掘届 0発掘通知を遺跡別 にみ ると東円寺跡が 15件 、大久保 B遺跡が 5件 、

降井家屋敷跡・ 大谷池遺跡が各 2件 、久保城跡が 6件で、紺屋遺跡・ 城の下遺

跡・ 小垣内遺跡・ 白地谷遺跡 。大浦 中世墓地・ 大久保 D遺跡が各 1件 である。

また、本年度よ り 500」 以上の敷地面積を有す る開発行為に関 して は、周

知の遺跡の範囲外であって も、事前に試掘調査を実施 して埋蔵文化財の有無を

確認す るよう指導 してお り、開発者 よ り 「試掘調査依頼書 」が提 出されている。

立早 めは

これについては、本年度 は 6件であ った。特

に公共事業について は、周知の遺跡以外であ

って も事前 に文化財の存否確認調査をす るよ

う配慮 してお り、本年度 も立会 1件、試掘 2

件を実施 した。その結果新 たに 2ヵ 所の遺跡

を発見 し、文化財保護法第 57条 の 6第 1項

に基づ く遺跡発見通知を文化庁に提 出 した。

本年度の発掘届 0発掘通知の調査の結果は

表 -1に まとめたので参照願いたい。
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第 1表 昭和 62年度調査地一覧表 (昭和63年 3月 31日現在)

番号 遺 跡 名 所 在 地 申  請  者 用   途 申請面積 備 考

l 東円寺跡 五F51310-1, 1034-6 義 本 一 治 店 舗 建 築 94567m 試掘 遺構 ,遺物包含層 な し

2 東円寺跡 野 田2326-4.2327-1 藤 原  アヤ ノ 店 舗 建 築 ′
ｍ 試掘  遺構.遺物包含層なし

3 東円寺跡 野田2318-1       1  文  庫  ひ とみ 個 人住宅建築 35165m 調査  本報告書掲載

4 東円寺跡 野 田2318-1 泉州興産株式会社 宅地造成工事 64“ 調査  原因者負担  現在整理 中

5 東円寺跡 野 田 2328-7 藤 原 利 三  1店 舗 建 築 66 681nl 試掘  遺構 ,遺物包含層 な し

6 東円寺跡 野 田2289-1 藤 原 み さこ 擁 壁 工 事 22353111 立会  遺構 造物包含層なし

東円寺跡 大久保 2089       1  坂  上 義 親 店 舗 建 築 35198ぷ 立会  遺構 遺物 包含層 な し

8 東 円寺跡 五門 H9121, 紺屋 2501 大 畑 明 生 個 人住宅建築 立会  遺構 ,遺物 包含層 な し

9 東円寺跡 野 田 2326-1 藤 原  アヤ ノ 広 告 塔設 置 140 1 8 rrl 立会  遺構 .遺物包含層 な し

10 東円寺跡 野 田2386-2他      1  神  藤 秀  次   1個 人住宅建築 26824お 1調査  本報告書掲載

11 東円寺跡 紺屋 201- 1 坂 上  源 太郎 店 舗 建 築 1200轟 立会  遺構 ,遺物 包含層な し

2 東円寺跡 五門 119118, 紺屋 2502 古 本 憲太郎 個人住宅建築 14097市 立会  遺構 ,遺物包 含層 な し

13 東円寺跡 野 田2244        1 熊取 町長 下中 融 庁 舎 増 築 370轟 1現 在協議中

14 東円寺跡 五門 1033-1他 阪 上 建 治 店 舗 建 築 1376 8Fl 現在協議中

15 東円寺跡 野 田2321-2他 大阪 いずみ市民生協 店 舗 建 築 4薗 調査  原因者負担  現在整理 中

16 大久保 B遺跡 熊取町駅前整備地 区    1 熊取 町長 下 中 融 区画整理事業 72680ボ 1試掘  遺構.遺物 包含層 な し

17 大久保 B遺跡 大久保 341-3 泉州興産株式会社 ビ ル 建 築 135456肩 試掘  遺構 遺物包含層あり

18 大久保 B遺跡 大阪外環状線 大阪ガス株式会社 ガ ス 管 敷 設 94市 試掘  遺構 造物包含層なし

19

20

大久保 B遺跡

大 久保 D遺跡

熊取町駅前整備地
里___上 _熊 取 町長 下中 融  1区 画整理事業

大久保 341-1他     1  田 中   稔   1店 舗 建 築

22 降井家屋敷跡 大久保 9        1  根  来 一  義   1個 人住宅建築 43388請 1調査  本報告書掲載

23 降井家屋敷跡 府道粉河泉佐野線    1大 阪府岸和田土木事務所 歩道拡巾工事 15001●  立会  遺構 造物 包含層 な し

４

一

５

２

一

２

久保城跡

久保城跡

久保 1572-8

久保 1597.15981

山

田

本

中

文

一
勝

生

一
利 郵 針 儡 蜃

遺構 遺物包含層なし

遺構 造物包含層なし

6

7

久保城跡

久保城跡

国道 170号線

久保 1572-6 半縄寺儡 洸
遺構 造物 包含層 な し

遺構 造物 包含層 な し

久保城跡 久保36 喜 納 友 明   1工 場 建 築 1  395壼 1試掘  遺構 造物 包台層あ
`,

29 久保城跡 久保 443-2他      ‐  田 宮    浩   |ア パ ー ト建築 1  942 nl 試掘  現在本調査協議 中

30 久保城跡 久保 H         I  北  本   弘 個 人住宅建築 1  161お 1試掘  遺構  造物包 含層 な し

31 小垣内遺跡 小垣 内 221-1 谷  ロ    イ中 個 人住宅建築 1 25573111 試掘  遺構  造物 包含層 な し

32 大谷池遺跡 紺屋 6-33 水ヽ 丼 貢   1個 人住宅建築 10面 試掘  遺構 造物包含層なし

33 大谷池遺跡 大 久保 218-11 南大阪 リハ ウス株式 会社 1住 宅 建 築 154 7 m 試 掘 遺構 遺物包含層なし

34 紺屋遺跡 Xtl屋 77-1      1  阪  上 福 松   '事 務 所 建 築   322● 試掘  遺構 造物包含層なし

35 白地谷遺跡 大阪外環状線        大阪 ガス株式会社   |ガ ス 管 敷 設 ‐  ―  お 試掘 遺構  造物 包含層 な し

36 城の下遺跡  1小谷 160-26         若 尾 俊 雄 個 人住宅建築 1 1324結 試掘  遺構 遺物包含層なし

37 大浦中世基地 1久 保 705他           白 間 康  男 個 人住宅建築 35456市 1調 査  本報告書掲載

38 西の池 久保 1071-1 2    1 熊取 町長 下 中 融 学校用地造成 04)イ 1立会  遺構 造物包含層なし

39 弘法池 野 田 1222-2 大阪府 泉州耕地事務所 池堤改修工事 2000111i立会  遺構 遺物包含層なし

40 永楽池 久保 2874-2 大阪府泉州耕地事務所 池堤改修工事 45001111立会  遺構  造物 包 含層 な し

41 坊主池 大久保 1835-1 2 熊取 町長 下 中 融 池堤改修工事 56 立会  遺構,遺物包含層なし

42 鳥の池 七山 548-1 2    1 熊取町長 下中 融 池堤改修工事 045' 立 会 遺構,遺物包含層なし

43 清水上池 卜谷 308-1 2 熊取 町長  下中 融 池堤改修工事 立会  遺構  遺物 包含層 な し

柿谷池 七 山 1529-1 2 熊取 町長  下中 融 池堤改修工事 25573111 立 会 遺構,遺物包含層なし
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第 2章 東円寺跡の調査

第 i節  東 円寺跡 87年 -1区 の調査

I.位置 と環境

東円寺跡 87年 -1区 は、小字名では堂の後 に当たる地点である。調査地 は

昭和 60年 に既 に トレンチ調査を行 ってお り、多数の ピッ トが検出されている。

周辺の地形 は、調査地の南方向に位置す る大井 出川・ 住吉川 にむか って標高

を下げてい く地形で、中位段丘の前縁 となる部分である。東円寺跡で は、既往

の調査などで東円寺 (跡 )を支えて きた 「経済基盤」 としての水田、灌漑施設

や集落の存在については、確認 されて きたが、今回の調査結果によ り、東円寺

の創建以前である奈良時代前期の集落であることが確認で きた。

｀

it終

第2図  調査地位置図

Ю

一

。

ヽ

、
‐

-3-



Ⅱ.調 査の方法 と地区の名称

調査 は長 さ 13m、 巾 lmの 南北

トレンチ と長 さ 18m、 巾 lmの東

西 トレンチを 1本ずつ調査地 内に設

定 し調査実施 したが、 ピッ ト・ 溝な

どの遺構を検 出 し須恵器・ 土師器・

瓦が出土 したので当該地の遺構の性    ―

格を知 るため南北 13m、 東西 18

mの 234ぶ を調査す ることとした。   ~

調査地内で、南北方向はアルファ

ベ ッ トによる地区名で呼称 し、 A・

B・ C・ Dと 表 し、東西方向はアラ

ビア数字 による地区名で呼称 し、 1

・ 2e304と 表す こととす る。本

書中で も遺構の位置等の表 し方 はこ

れに準 じ、 A10B2と 表す こととす る。 また

位は、磁北 よ り 38° 西へも、っている。

第3図  地区割 り図

、調 査地 で の南北 の基準 線 の方

Ⅲ.遺 構 と遺物

基本土層 としては、上層 よ り約 2 0cmの 表土 と 5 cm前 後の床土層、黄褐色粘

質土層、黄橙色粘質土層 と堆積 し、地山の橙褐色粘土層 に達す る。土層の堆積

はほぼ水平であったが、遺構の埋土 は紫灰色を呈 してお り、堆積 している土層

と色調・ 土質が異な っていた。 また、第 4層 である黄橙色粘質土層か らは奈良

時代か ら中世 までの遺物が出土 してお り、 これは中世以降に大規模な削平、整

地を行 った跡 とも思われ る。

今回検出された遺構はすべて地山面を削 り込んでいる形で検出された。検出

した遺構 と しては、奈良時代前期 とみ られ る掘立柱建物が 4棟 (S31,S32,SB―

3,SB 4)、 不整形土壌が 2基 (SX l,SX 3)、 ピッ トが 130基 、中世の溝が 1

条 (SD l)、 掘立柱建物が 1棟 (SB 5)、 不整形土墳が 3基 (SX 2,SX 4,SX 5)

止

‐

眸
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溝が一条、土壌墓が一基である。以下遺構についての詳細 を述べ ることとす る。

1.不 整形土壌

SX-1

SX-1は 調査区 B30C3で 検 出された不整形土壌で、長軸 は3.8mを測

り、短軸 は lmを 測 る。深 さは約 30 cmで 、埋土 は紫灰色粘質土である。遺物 と

しては、土師器の甕・ 不・ 高不・ 須恵器の杯 0蓋杯が出土 した他 に、製塩土器

も出土 している。

SX-2

SX-2は 調査区 Clで 検出された不整形土塘で、長軸 は1.8mを 測 り、短

軸は1.7mを 測 る。深 さは約40cmで 、埋土 は黄褐色粘質土である。遺物 は出土

していない。

SX-3

SX-3は 調査区 D5で 検出された不整形土壌で、長軸 は1.lmを 測 り、短

軸 は60cmを 測 る。深 さは25 cmで 、埋土は紫灰色粘質上であ る。遺物 は土師器・

須恵器の破片が出土 した。

SX-4

SX-4は 調査区 D5で 検出された不整形土壊で、長軸 は1.2mを 測 り、短

軸 は60cmを 測 る。深 さは約 20 cmで 、埋土 は暗灰色粘質土である。遺物 は土師器

・ 須恵器の破片が出土 した。

SX-5

SX-5は 調査区 D5で 検出された不整形土壊で、長軸 は lmを 測 り、短軸

は50cmを 測 る。深 さは約 35cmで 、埋土 は暗灰色粘質土であ る。遺物 は土師器・

須恵器・ 瓦器の破片が出土 した。

-5-



2.土  壊 墓

ST-1

ST-1は 調査区 D5で 検

出された土壊墓で、長軸は1.2

m、 短軸は85cmを 測 る。深 さ

は約 30 cmで 、埋土 は暗灰色粘

質土である。遺物 は、副葬品

とみ られ る完形の瓦器 に共伴 して、

3.掘 立柱建物

SB-2、 3

SB-2は 調査 区 D2・ D3

は梁 間が 1.7m前 後 で桁行 が 2.

SB-3は 調査 区 C50D5

は梁 間が2.2m前 後 で桁行が 2

で 、

第4図  S丁 -1平面図

ほぼ完形 の土師器 小皿が 5点 出土 した。

で検出 した。規模は梁間二間、桁行三間で柱間

5m前 後を測 る。

で検 出 した。規模は梁間二間、桁行三間で柱間

m前後を測 る。いずれ も遺物 は出土 しなか った。

SB-1

SB-1は 調査区 B30C3で 検出 した。規模は梁間二間、桁行三間で柱間

は梁間が1.5m前 後で桁行が 1.6m前 後を測 る。遺物 はPit 1 0 2よ り土師器

甕の口縁部が出土 している。

B-4

SB-4は 調査 区 D4で 検 出 した。建物 のすべて を検 出 して いないが昭和

60年 度の調査で検出され た ピッ トと並ぶので建物跡 と判断 した。柱間はPit

01と Pit 4 0 2の 間が2.lm前 後を測 り、Pit 4 0 1 0Pit 4 0 4 0Pit

03の 間が1.8m前後を測 る。遺物 は土師器・ 須恵器の破片が出土 している。

sB-102・ 3・ 4を構成 しているそれぞれの ピッ トか ら出土 した遺物 は、

-6-



時期が同 じで、遺構の法量が近似 していることか ら同時代の建物跡だ と思われ

る。遺構の時期 は 8世紀前半が与え られそ うであ る。

また、奈良時代の掘立柱建物の他 に中世の もの と思われ る SB-5も 検出 し

た。それぞれの ピッ トよ り瓦器などが出土 した。

4.溝  SD-1

SD-1は 調査区 A102か らB102へ 流れ る中1.8m、 深 さ約 60cmの 溝

である。遺構覆土 は紫灰色粘質土で、出土遺物 と しては、土師器・ 須恵器 。東

播系 こねばち・ 土塙・ 瓦器 などの他 に、瓦の破片 。蓮幸文軒丸瓦・ 唐草文軒平

瓦の瓦 当が出土 した。

Oり、

O          im

第 5図  SD-1石 溜 り平面図

G
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耕土層
床土層
黄褐色粘質土層
黄橙色粘質土層
暗黄褐色粘質土層 (マ ンガンまじる)
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第 6図  東円寺跡 87年-1区・ 2区土層模式図



東円寺跡85年 -2区 87年 -5区

東円寺跡86年 -4区

-9～ 10-

第 7図  東円寺跡 87年 -1区・ 2区 平面図
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第8図  SX-1出 土遺物 (1)

Ⅳ.出 土 遺 物

出土遺物 は 8世紀か ら 14世紀 までの遺物が 出土 した。以下遺物 について述

べる。

l 不整形土墳 SX-1(第 8図 .図 版第四 )

第 8図 1・ 2は土師器甕である。 1は 日縁部か ら肩部のみの残存であ る。調

整は頸部か ら肩部 にかけて刷毛 目が見 られ頸部 にス リケシ調整が施 されている。

また、口縁部内側 に一条沈線がみ うけ られ る。

2は くの字型に外反 した回縁部を持 ち、口縁部内側 に沈線がみ うけ られ る。

肩部 には刷毛 目が見 られ、頸部にス リケ シ調整が施 されている。底部の刷毛 目

は斜め二方向か ら施 され、内面には多方向か らナデ調整が施 されている。

3は土師器の外で、外反 した日縁部を持ち、内面には螺施暗文が確認で きた。

4・ 5・ 607は 須恵器杯で、外面・ 内面 にろ くろ回転 による調整を施す。

7
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2.製 塩土器 (第 9図 .図 版第五 )

製塩土器 はすべて破片で、出土 じ図化 し得たのは第 9図 の 4点のみであ った。

SX-1出 土の製塩土器は、胎土や形状で判断す ると 4形 態あ り、製塩土器を

整理 と分類の為に I型 、 Ⅱ型、 Ⅲ型、Ⅳ型 と呼称す ることとした。

I型 (第 9図 1)は 他の型式に比べて 口縁が広い、 口縁 と体部のみの残存で、

摩滅が進んでお り調整は読み取れない。胎土はやや粗い。

Ⅱ型 (第 9図 2)は 朝顔状 に開いた日縁 を持 ち、口縁 内部 に箆な どによる調
(4)

整が施 されている。 Ⅱ型 は阪南町田山遺跡 出上の Ⅱ類a2型 式 と類似 している。

Ⅲ型 (第 9図 3)は Ⅱ型 と同 じよ うに朝顔状に開いた口縁を持つが、胎上 に

石英砂が多 く混 じっている。第 9図 4は Ⅲ型の底部であると考え られ る。外面

には乳 白色の塩化 ナ トリウムが付着 した と思われ る焼成痕が残 っている。内部

にはつまみ状の突出がみ うけ られ る。

Ⅳ型 は、 どの部分の破片かが判明 しない為に図化す ることはで きないが他の

3形態の製塩土器 に比べてかな り大 きな曲線を持つ製塩土器である。

今回 SX-1よ り出土 した製塩土器 は量的には コンテナー杯程度の量であ り

少ない量であ った。奈良時代の集落において、 この製塩土器が実際に製塩 に使

用されているのか、若 しくは祭 lTE等 に使用 されていたのかは推察の域を出ない。

o       5       1ocm

SX-1出 土遺物 (2)

-12-
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3.土 壊墓 ST-1

ST-1か らは土墳墓

の副葬品 とみ られ る瓦器

坑、土師器小皿、鉄釘な

どが出土 している。

第 10図 1は瓦器婉で

ある。外面はユ ビオサエ

ヽ
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第10図  ST-1出 土遺物 (1)

が施 されてあ り、高台は貼 り付けてある。内面 はヘラ ミガキが施 されている。

2・ 3・ 40506は いずれ も土師器小皿である。 日径は8.2 cm前後で、器高

も1.4～ 1.8 cmと 大 きさもほぼ均一である。形態 は、やや凹凸のあ る底部 と、短

く外上方 に伸びる日縁部を有す る。

第 11図 1・ 2・ 3は鉄釘で棺材 に使用

した ものであろ う。 いずれ も錆による腐食

が進み、木片 (棺材 )な どの付着 はない。

(第 12図 102030

09)

第 12図 1は 瓦質の甕の 口縁 と思われ る。

203は 東播系 こねばちの 口縁部である。

2は くの字型 に内傾す る口縁を持 ち、 3は    第‖図

口縁外部がやや外側 に開いている。 4は器

種は確定で きないが、須恵質の鉢の底部である。 5は 須恵器の杯の底部で、外

面にろ くろによる調整が施 されている。 708は 瓦器小皿である。 7は 底部 に

ヘ ラケズ リを施 してある。 8は 外反す る口縁を持つ。内面 には一部暗文がみ う

け られ る。 9は瓦器 婉で外反す る口縁を持つ。

SD-1の 遺物で示 し得 たのは上記の 8点であ るが、その他の遺物を含め判

断す ると、溝の埋積の時期 は 14世紀 頃の年代が与え られそ うである。

S丁 -1出 土遺物 (2)
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第12図  東円寺跡87年 -1区 出土遺物

5。 その他 の遺物 (第 12図 6010・ H)

6は調査区 C6の 遺物包含層か ら出土 した須恵器の甕の回縁である。外面は

ろ くろ調整の後、丁寧にス リケシ調整 されている。 また、口縁上部 に自然釉が

かか って いる。

10、 11は Pit 1 2か ら出土 した土師器の不である。 くの字 に外反 した口

縁を持つ。内面 は摩滅が進んでいる為に暗文があ るのかは判 らない。 (井 田 )
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V.出  土 瓦

今回の調査で も、東円寺 に関係す る

全体で瓦 は出土 しているが、特 に溝 S

観察を行 う。

1.蓮 華文軒丸瓦 (第 13図 )

瓦当面のみ残存す る複弁蓮幸文軒

丸瓦である。瓦当は約 4 cmの 中房 と

複弁及び 2本 の圏線 と、周縁部で構

成 されている。中房 は、摩滅が進ん

でいる為に蓮子の有無は確認で きな

いが、花弁 と同数の蓮子が有 るもの

と考え られ る。 また、周縁部 と外側

の圏線の間に瓦当の貼 り付 けを示す

と思われ る瓦が多量 に出土 した。調査区

D-1か らの出土がめだ った。以下瓦の

it」 Cm

第13図 SD― l出土瓦

と思われ るひびが入 っている。胎土 はやや軟質で、褐灰色を呈 し、 1～ 2 mmの

礫を含み、比較的精緻な ものである。

類似す る瓦 当の蓮華文軒丸瓦 と して は、大阪府岸和田市所在の大飼堂廃寺の

出土瓦があげ られ る
(?

2.唐 草文軒平瓦 (第 14図 1・ 203)

3点 すべてが瓦当面の一部を含む無顎式軒平瓦の破片である。

1は瓦当面の周縁が僅かではあるが残 ってお り唐草文 も一部残 っている。凸

面 には縦方向のナデを施 し、凹面には布 目痕が ある。胎土 は良好で 1～ 2 mmの

礫を含み精緻である。焼成 は 2次焼成を受けて いるようである。

2は 内区に圏線を持つ。瓦当面 は平瓦端部 に貼 り付けてあ り、周縁部 に粘土

を継 ぎ足 している。周縁部 はヘラケズ リで調整 し凸面は縄叩 きと縦方向のナデ

を一部 に施す。胎土 は 1～ 2 mmの 礫を含み、精緻である。

-15-
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第14図  87年 -1区 出土瓦(1)
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3は 平瓦端部 に直接箔を瓦 当面に押 している。凸面、凹面共 にナデを施 して

あ り、凹面 には布 目痕が確認で きた。胎土 は良好で褐灰色を呈 し、 1～ 2 mmの

礫を少量合み、精緻である。焼成は 2次 焼成を受 けているよ うである。

3.丸 瓦 (第 14図 40506)

4は 二辺が残存す る厚 さ2.5～ 2.5 cm丸 瓦の破片である。凸面、凹面共 にナデ

を加え端部 にはヘ ラケズ リを施 している。胎土はやや軟質で乳 白色を呈 し、 1

～ 3 mmの 石英砂を含み、精緻である。

5は 二辺が残存す る厚 さ2.0～ 2.5 cm丸 瓦の破片である。凸面は表面が摩滅 し

ている為 に調整痕 は読み取れない。凹面は布 目痕が残 り特 に縦方向の布 目が鮮

明に残 ってお り、端部はヘ ラケズ リが施 されている。胎土は硬質で灰 白色を呈

し、 1～ 3 mmの 白色、黒色の礫を含み、精緻であ る。

4.平 瓦 (第 15図 10203・ 4・ 506)

1は 二辺が残存す る厚 さ約 2 cmの 平瓦の破片である。凸面、凹面共 にナデを

施 しているようであるが、摩滅 している為に明確で はない。凹面には指頭圧痕

が 3ヵ 所み うけ られ端部はヘ ラケズ リによる調整を施 してある。胎土 はやや軟

質で淡赤褐色を呈 し、礫 は0.5～ 4.Ommの 白粒 と黒粒を多 く含み、精緻である。

2は 縦二辺が残存する厚 さ約 3 cm平 瓦の破片である。凸面、凹面共 にナデを

施 してい るようであるが、摩滅 している為に明確ではない。凸面に粗いハ ナ レ

ズナが施 され、端部 はヘ ラケズ リで調整 してある。胎土 はやや軟質で淡赤褐色

を呈 し、礫 は殆 ど含まれて いない。

3は 一辺が残存す る厚 さ約 2 cmの 平瓦の破片である。凸面、凹面共 にナデの

後 にハナ レズナを施 してあ る。凸面には記号 ともみ られ る線が箆によって刻 さ

れている他に指頭圧痕がみ うけ られ る。胎土は硬質で赤褐色を呈 し、殆 ど礫を

含 まない。
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4は 一辺が残存す る厚 さ約 3 cmの 平瓦の破片である。凸面は縦方向のナデを

施 し凹面には布 目痕が残 る。端部 はヘ ラケズ リによる調整が施 されている。胎

土 は硬質で青灰色を呈 し、 0.5～ 2.O mmの 白色の礫を含み、精緻であ る。

5は 一辺が残存す る厚 さ約 2 cmの 平瓦の破片である。凸面はナデを施 し、凹

面はナデの後 に密なハナ レズナを施 してお り、端部 はヘ ラケズ リで調整 してあ

る。胎土 は硬質で暗灰色を呈 し、殆 ど礫を含 まず精緻であ る。

6は 一辺が残存す る厚 さ約 2 cmの 平瓦の破片である。凸面、凹面共 に摩滅が

進み調整痕 は読み取れない。胎土 は軟質で赤褐色を呈 し、 1～ 2 mmの 礫を含む。

(渡辺 )

今回の調査で出土 した瓦 は殆 どが赤色か茶色を呈 してお り、 2次 焼成を うけ

た もの と考え られ る。 これ は隣接す る東円寺跡 85年 -2区 において も同 じ状

況であ った。 もしこの瓦の 2次焼成が火災などによるもの とするな らば、結論

は以後の調査の蓄積を待 って、何 らかの形でその責を果た したい。

Ⅵ.小  結

今回調査を実施 した地点 は、比較的平坦な段丘面で、既往の調査で も調査以

前か ら集落の存在は充分 に予想 されていた。調査を実施 した結果、奈良時代か

ら中世 までの ピッ トが検出され、その うち奈良時代の建物跡が 4基 と中世の建

物跡が 1基確認 された。 これ によって当該地が それぞれの時代に集落の一部を

占めていた とこが確認で きた。その他の遺構 と しては、不整形土墳、中世の土

壌墓、溝などを検出 し、それに伴 って遺物 も多量 に出土 した。それ らの検出さ

れた遺構の状態や出土遺物の年代か ら判断す る限 り、当該地 は奈良時代より中

世 に至 るまでは、集落若 しくは居住地 として存在 し、中世以降は水 田 として利

用 され、水田を造成す る為 に削平・ 盛 り土を繰 り返 していたようである。

今後 は周辺の調査で得 られたデータの蓄積を待 って、今回の調査で検出され

た 「集落の規模」や更に詳細 な 「土地利用の変遷 」について検討す る必要があ

ると思われ る。
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第 2節  東 円寺跡 87年 -4区 の調査

東円寺跡 87年 -4区 は、小字名では垣内田にあたる地点である。調査 は長

さ 3m、 中 2mの 第 1グ リッ ドと長 さ 3m、 巾 lmの 第 2グ リッ ドを調査申請

地内に設定 し実施 した。

層序 は上層よ り表土、撹乱層、旧耕土、紫灰色粘質土、茶褐色粘質上、黄褐

色粘質砂 と堆積 し地山の橙褐色粘土 (礫 ま じり)に達す る。遺構 は検出されな

か ったが、旧耕土以下地山直上 まで遺物包含層で須恵器 0瓦器 0東播系 こねば

ち・ 羽釜 0伊万里染付などの破片が出土 したが総て破片である為に図化で きな

か った。

2

0            1'43

-4
5

盛 ±   6 紫褐色 粘質土 (砂 ましる)

日表±   7 濃橙褐色土

澄褐色貼 質±8 橙黄色砂土

紫褐色粘質土

證責色ンル ト

ユ証

第16図  東円寺跡87年 -4区 土層図

井 田匡 『熊取町遺跡群発掘調査概要報告書』 I熊 取町教育委員会 (1987)

松村隆文・ 森屋直樹 『東円寺跡発掘調査概要』 I熊 取町教育委員会 (1987)

藤沢真依 『東円寺跡発掘調査概要報告書』 I大 阪府教育委員会 (1983)

芝野圭之介 『東円寺跡発掘調査概要報告書』 Ⅱ大阪府教育委員会 (1984)

中西靖人・ 小島成元・ 国乗和雄 0宮野淳-0村 上年生 『田山遺跡』取大

阪文化財セ ンター (1983)

鈴木陽一 『檀波羅蜜寺 864区の調査一』泉佐野市教育委員会 (1987)

熊取町 と隣接する泉佐野市所在の檀波羅蜜寺で も同様の土墳墓が検 出さ

れている。

『岸和田の文化財 写真集 (市 内出土瓦 )』 V岸和 田市教育委員会 (1977)

註 (2)文 献 に記載 されている。

１
■
　

　

９

″
　

　

Ｑ

υ

(4)

(5)
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第 3章 降井家屋敷跡 86年 -1区の調査

第 1節  降井家屋敷跡 86年 -1区 の調査 につ いて

降井家屋敷跡 は、中世後期に熊取荘及び近隣の村落を支配 していた豪族層で

ある降井家の屋敷地周辺で昭和 60年 度 に発掘調査を実施 したところ、屋敷を

画す る為 と思われ る溝を検 出 した。 これにより昭和 61年 発行の大阪府教育委

員会発行の文化財分布図に、位置 とその範囲が掲載 され ることにな った。

「
Ｈ
Ｈ
Ｊ

Ｅ
ど

ぃ
　
　
　
　
　
　

．
５ｍ

1表 ±  2黄 灰角十

4濃暗黄灰色粘質±  5
3暗黄灰色砂質土

黄褐色粘質± 6黄灰色砂質土

第18図  土層模式図
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層序 は上層よ り表土、黄灰色土、暗黄灰色砂質土、濃暗黄灰色粘質土 と堆積

し、地山の黄褐色粘質土 に至 る。 これ らは近代に堆積 した もの と考え られ る。

また、南北 トレンチの北側 に撹乱が存在 したが、 この撹乱よ り近世後期の陶磁

器、瓦の破片が多量に出土 した。

第 2節  出土遺物 (第 19図～ 18.図 版第 3)

出土遺物の大半 は撹乱か ら出土 し、量的には コンテナに して約 3杯程の遺物

が出土 した。いずれ も近世の陶磁器・ 瓦片である。

伊万里焼

碗 (第 19図 10607080100H・ 12013014)6・ 10013の 碗以

外の碗 は総て見込みの釉を蛇の 日に掻 き取 った痕がある。 1は 回縁のみの破片

で、外面 に草花文を配 してある。 6013は 外面 に草花文を配 し、呉須の色が

淡い。 7.8.14は 高台 にハナ レズナが付着 してお り、み こみに渦巻 き文が

ある。 10・ 11は 外面 に自然貫入が入 っている。 12は 見込みに多数の噴 き

出 しがみ られ る。

鉢 (第 19図 3)やや 白っぽい釉を施 し、外面 には唐草文を配 してある。

唐津焼

碗 (第 19図 2)内 面 0外面に緑色の釉が施 され、噴 き出 しがみ うけ られ る。

鉢 (第 19図 405)4は 内面、外面共 に灰色釉を施 し、見込みの釉を蛇の

目に掻 きとってあ る。 5は 内面 は総釉で外面は腰部 まで施釉 してある。高台は

糸切 りの後に丁寧 にス リケ シを施 してあるが、高台内面 は未調整の ままである。

花瓶 (第 19図 9015016)tヽ ずれ も仏花器 と して使用 された もの と思われ

る。 9は 青磁の花瓶であ る。 15は 胎土が粗 く、 自然貫入がみ うけ られ る。

16は底部 に赤 い呉須が一条はい っている。

湊焼す りばち (第 19図 17)備 前のす り鉢を模倣 した もの と思われ る。胎土

は粗 く 2 mm～ 5 mmの 砂粒を含み焼成 は軟質である。色調 は赤橙色を呈す。

甕 第 19図 18は備前の甕であるが底部の一部の残存である。
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0                  10 Cm

第19図  降井家屋敷跡出土遺物 (1)
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第20図  降井家屋敷跡出土遺物 (2)
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その他 (第 20図 1～ 6.図 版第六、第七、第八 )

1は 外面 に山水文を配 した婉であ り、やや外反 した口縁を持つ。 2は 花丼文

を外面 に配 した皿である。 3は 高台 に渦福文、み こみに五弁花文を配 した伊万

里の皿である。 4は蛇の 目凹型高台を持つ皿で あ るがみ こみの呉須が溶けてい

る。 5は 伊万里の小皿である。 6は 瀬戸の陶胎染付であ る。

今回の調査によって出上 した近世陶磁器では大半 は 18世紀頃の年代が与え

られ ると思われ る。一部 19世紀の遺物 も混 じるようである。 (井 田 )

群
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第21図  降井家屋敷跡出土瓦 (1)
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出土瓦

軒丸瓦 (第 21図 1・ 2030405)

5点 とも左回 りの巴文ですべて破片である。

1は 巴文が平面的な円形で、大 きな頭部を持 ち、尾部 も長いのが特徴である。

連珠 は平 らで大 き く、周縁部 も幅が広 い。周縁 は端部をヘラケズ リで調整 した

のち、部分的に指 ナデを施す。瓦当面の裏面には指頭圧痕がみ うけ られ る。色

調は黒灰色を呈 している。胎土 は0.5～ 3.O mmの 礫を含み緻密で、焼成 は良好で

ある。

2は 周縁を一部含んだ破片である。連珠 は小さ く疎 に並ぶ。巴文の頭部 は屈

曲 していて丸い 「おたま じゃ くし」状であ り、尾部は比較的長い。瓦当面の裏

面には多方向へのヘ ラ調整を施す。色調 は黒灰色を呈 じ、胎土 は0.2～ 3.O mmの

礫を少量含み緻密で、焼成 は良好である。

3は連珠 と巴文の間に細 い圏線を有す る。巴文 は 2と 同 じ「おたま じゃくしJ

状であ り、尾部 は比較的長 い。周縁部側面や瓦当面の裏面 に多方向への指、ヘ

ラによる調整痕 と指頭圧痕が残 る。色調 は黄灰色を呈 し胎土はやや粗 く 1～ 2

mmの 礫を含み、焼成 は軟であ る。

4は 周縁の一部 と、珠文を ひとつ含む破片であ る。側面 と瓦当面裏面には丁

寧な指 ナデが残 る。色調 は暗灰色を呈 し、胎土は粗 く、焼成は良好である。

5は連珠の間隔が疎 らであ る。色調 は茶灰 白色を呈 し、胎土 は粗 く0.5～ 2.0

mmの 礫を含み、焼成 は軟であ る。

軒丸瓦 (第 22図 )

左回 りで頭部 は小 さく、

そのまま太 さを変えず長

い尾を持つ巴文であ る。

連珠 は 17の 丸みのある

珠文で構成 され、周縁部

と瓦当面は段差が大 きい。
|

第22図  降井家屋敷跡出土瓦 (2)

拳
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周縁側面及び瓦当面の裏面には、指 ナデが施 され、凸面 はヘラケズ リ、凹面

はヘラによる横ナデ調整がみ られ る。色調は黒灰色を呈 し、胎土 は粗 く 0.5～

3.5 mmの 礫を含み、焼成 は良好である。

軒平瓦 (第 21図 60708)

3点 ともすべて瓦 当面の一部を含む唐草文軒平瓦の破片である。

6は 周縁の下部や平瓦凹面に指 ナデを施す。色調は暗灰色を呈 し、胎土 は精

緻で0.5～ 2.O mmの 礫を含む。

7は平瓦凹面に箆による もの と思われ る横方 向へのナデ調整、端部 には指ナ

デが施 されている。色調 は灰 白色で、胎土 は1.0～ 1.5 mmの 礫を含み粗 く、焼成

は軟である。

8は平瓦凸面をヘ ラケズ リ、周縁及び周縁下部 に指ナデを施す。凹面 には縦

横 2方 向へのケズ リを施 した後、指 ナデを して調整を加えてある。色調 は黒灰

色で、胎土 は粗 く0.5～ 1.5mmの 礫を含み、焼成 は軟である。

丸瓦 (第 21図 9010)

9は厚 さ 1.7cmの 丸瓦の破片である。凸面は縦方向のケズ リを施 した後に指

ナデを加えてある。凹面には縦方向 と横方向に、それぞれ一条ずつの溝状の線

が刻 されている。 また横方 向へのヘ ラ ミガキ痕 も認め られ る。色調 は暗黄灰色

を呈 し胎土 は精緻で 1～ 2 mmの 礫を含み、焼成 はやや軟である。

10は 二辺の残存す る厚 さ1.6～ 1.9 cmの 丸瓦の破片であ る。凹面凸面共に著

しく摩滅 している為 にめだ った調整痕 はよみ とれ ないが、端部 にはヘラケズ リ

による調整痕、凹面 にはヘ ラ ミガキによるもの と思われ る横方向の調整痕が残

存 している。 また、丸瓦の上部に瓦を固定する為 とお もわれ る穴が穿たれてい

る。色調 は黒灰色を呈 し、胎土 は精緻で 1～ 5 mmの 礫を合み、焼成はやや軟で

ある。

丸瓦 (第 23図 102)

1は二辺が残存す る厚 さ1.7 cmの 丸瓦の破片で ある。 凹面には箆による横方

向へのナデがみ うけ られ る。端部 はヘ ラケズ リ、玉縁裏面 には未調整の部分が

残 る。
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1

第23図  降井家屋敷跡出土瓦 (3)

2

0                 :o cm

また、丸瓦の上部 に瓦を固定す るための穴が穿 たれている。色調 は暗黄灰色

を呈 し、胎土は0.1～ 2.O mmの 礫を含む。焼成は良好である。

2は完形の厚 さ1.7 cmの 丸瓦である。凸面 は縦方向のヘ ラケズ リの後ナデを

加えてあ る。凹面 は端部 にヘ ラケズ リを施 し、布 目痕の上か ら縦に 4条 の線が

刻 されてお り、玉縁裏面は未調整の部分が残 る。色調 は黒灰色を呈 し、胎土 は

緻密である。 (富 村 )

註

松村隆文・森屋直樹 『東円寺跡発掘調査概要』 I熊 取町教育委員会 (1986)

降井家は当地方の豪族で天保 6年作成の屋敷図によれば台所、広間、書

院、土蔵、厩などの厖大な邸宅を構え、射場、馬場 まで備えていた。中

で も書院は江戸時代豪族の生活の一端を窺 うに足 りるものである。昭和

24年 4月 13日 重要美術品 に指定 され、その後昭和 27年 3月 29日

重要文化財 に指定 された。

竹原吉助・ 菅 保 『重要文化財降井家書院修理工事報告書』重要文化財

降井家書院修理委員会 (1977)

０
０
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第 4章 その他の調査

第 1節  大浦中世墓地 87年 -1区の調査

第 2節  久保城跡の調査

本年度久保城跡では国庫補助 とし

て 2件の調査を実施 したが、いずれ

も遺物包含層 は存在せず遺物・ 遺構

は検 出されなか った。 しか し国庫補

助以外の調査で は遺構、遺物が出土

してお り、今後 は早急に範囲の確認

を実施す る必要がある。
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第 5 ユ早 ま

本年度の調査の概要は前述の とお

りであ る。本年度 もまた新たな知見

を多 く得 ることがで きた。東円寺跡

87年 -1区 02区 では奈良時代の

掘立柱建物群が確認 され多量の奈良

時代の遺物 と中世の土壌墓を検出す

ることがで きた。

調査風景(1)         東円寺跡 87年 -4区 で も良好な

遺物包含層が存在 してお り遺跡の範囲が さらに南西方向に広が る可能性 も出て

きた。

久保城跡では北 は見出川 を渡 り国道 170号 線 まで、西は八幡池 まで範囲が

拡大す ることを確認 した。

その他 に、大久保 B遺跡で は範囲の北東で縄文土器片が出土 し、大浦 中世墓

地では弥生土器が 出土 した。 また、本年度は、新たに口無池遺跡、大久保 D遺

跡の Pヵ 所を周知の遺跡 と して加えた。

めと

現在泉南各市町では、関西新空

港関連事業及びア クセス道路網の

整備など大規模 な開発が計画ある

いは、実施 されつつある。 それに

より、空港関連事業に直接関係 し

ない熊取町で も、間接的にではあ

るが確実 に影響を受け始めてお り、

今後 も更 に発掘調査の件数 は急増

してい くと予測 され る。それ らに

ず‰ ■

'■

甘善響嘩
調査風景 (2)

対 しての調査体制の充実 と十分な配慮 と周知の遺跡の範囲、規模の把握が必要

である。 また、 こうした状況の中で発掘調査の殆 どが行政 によって行われてい

る現在、国民の共有財産で ある文化財 (遺 跡)の 保存 0保護 。活用について も
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行政が果 さなければな らない役割 は多い と思われ る。

すべての人 に文化財の存在 とその価値を広 く理解 して もらうには、多 くの人

が活用 しやすい形で提供す ることが必要である。例えば、 「都市計画」に参画

し、文化財の保護 と活用 と して、遺跡・ 重要文化財・ 樹木 などを含めた公園や

緑地の整備を実施 し、生活 の場での町民の心のオアシスと して活用 して もらう、

これは 「後追 い行政 」にな りがちな文化財保護行政を、 「都市計画 」とい った

視点で とらえ、活用す る一例であるが、生活環境の改善 に大 きく貢献す るもの

と思われ る。

以上本年度の調査状況及 び今後の課題 などについて とりまとめ記 したが、最

後に、先に も述べた とお り、今後 もさ らに文化財の保存 と調査について、十分

な配慮が必要であることを関係各位 にお願 い しておわ りと したい。 (井 田 )

-31-



第2表 東円寺跡出土遺物観察表

図番号 種類・ 器種 法  量 (cm) 言己 事 備  考

8-1 土師器 甕
反転口径 :16.&m
残存高 :0.6cm以上

土

成

胎

焼
良好 0.2～2.52mmの石英砂含む

還元炎焼成 色調 赤橙茶色

頚部、肩

部

8-2 土師器 甕
反転口径 :20.駄m
残存高  :18.&m以上

胎土 良好

焼成 良好 色調 黒茶色

肩部、刷

毛目、底

部、刷毛

目二方向

8-3 土師器 不
反転口径 :16.Qm
残存高  :2.8 cm以上

胎土 良好

焼成 還元炎焼成 色調 橙茶色

内面螺施

暗文

8-4 須恵器 杯
反転底径 :11.2m
残存高  :2.9 cm以上

胎土 良好

焼成 良好 色調 淡青灰色

8-5 須恵器 杯
反転口径 :12.&加

器 高  :3.6駄m 鯛

好

好

良

良

土

成

胎

焼 暗灰色

8-6 須恵器 杯
反転口径 :12&1■

残存高  :4 1cm以 上

胎土 良好

焼成 良好 色調 淡灰色

8-7 須恵器 杯
反転口径 :14.よ m
残存高  :3.4駄 m以上

胎土 良好

焼成 良好 色調 淡青灰色

9-1 製塩土器
反転口径 :18飲 1■

残存高  :4.Om以土

土

成

胎

焼
粗 l mm前 後の白石粒含む

軟  色調 橙灰色

9-2 製塩土器
反転口径 :1l am
残存高  :3 6cm以上

土

成

胎

焼
粗 l mn前 後の白石粒含む

軟  色調 橙灰色

9-3 製塩土器
反転口径 :9.am
残存高  :6■ m以上

土

成

胎

焼
粗 l mm前後の自石粒含む

軟  色調 濃橙灰色

9--4 製塩土器
反転底径 : 1.ま

"n
残存高  :2 1cm以 上

土

成

胎

焼
粗 l mm前後の自石粒含む

軟  色調 濃橙灰色

10- 1 瓦器 坑
反転□径 :13.4cm

器 高  :34駁 in

胎土 良好

焼成 良好 色調 暗灰色

高台、貼

り付け、

14世紀頃

10-2 土師器 ノ」ヽ皿
反転口径

器 高 1.7cm

好

好

良

良

土

成

胎

焼

金雲母を含む

色調 白橙色

10-3 上師器 小皿
反転□径

器 高

好

好

良

良

土

成

胎

焼

金雲母を含む

色調 白橙色

10-4 土師器 小皿
反転口径

器 高

ｍ

　

ｍ

好

好

良

良

土

成

胎

焼

金雲母を含む

色調 白橙色
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図番号 種類 0器種 法  量 (cm) 言己 事 備  考

10-5 土師器 ノ
Jヽ皿

径口
古
同

転反

器

8.1(狙

1.35cm以上

胎土 良好 金雲母を含む

焼成 良好 色調 白橙色

10-6 土師器 小皿
反転口径 :8.lcm

器 高 : 1.8m以上

好

好

良

良

土

成

胎

焼

金雲母を含む

色調 白橙色

12-1 瓦質 甕
反転口径 :17.飲m
残存高  :4.飲期以上

胎土 良好

焼成 良好 色調 橙茶色

12-2 東播系こね鉢
反転口径 :21.なm
残存高  :4.歌m以上

好

好

良

良

土

成

胎

焼

0.5 mm^-1.O mm

色調 灰緑色

12-3 東播系こね鉢
反転口径 :22.am
残存高  :3 1cm以 上

胎土 良好

焼成 良好 色調 暗灰色

12-4 東播系 鉢
反転底径 :17.飲m
残存高  :3.am以上

土

成

胎

焼
良好1.O mm前後の黒・ 白粒含む

良好 色調 灰白色

12-5 須恵器 杯
径底

高

転

存

反

残

9α〕m

2駄期以上

胎上 良好

焼成 良好 色調 淡暗灰色

12-6 須恵器 甕
反転口径 :18 1on

残存高  :3 4cm以 _L

胎土 良好

焼成 良好 色調 暗灰色

12-7 瓦器 小皿
反転口径 :6.&m
器 高  :2.α m以上

胎土 良好

焼成 良好 色調 暗灰色

12-8 瓦器 小皿
径口

昔
同

転反

器

8.61ln

2.よ Hn以上

胎土 良好

焼成 良好 色調 暗灰色

12-9 瓦器 婉
反転□径 :122m
残存高  :2.■m以上

胎土 良好

焼成 良好 色調 黒灰色

12-10 土師器 不
反転口径 :17%n
残存高  :3.ま in以上

胎土 良好

焼成 良好 色調 橙茶色

12-11 土師器 郊
反転口径 :20.飲加

残存高  :3.■ ln以上

胎土 良女子

焼成 良好 色調 橙茶色

13- 1 蓮華文軒丸瓦
瓦当直径 :15.よ加

周縁の幅 : 1.&m 好

粗

良

土

成

胎

焼

0.3～ 2.O mm白 粒含む

色調 褐色

14-1 唐草文軒平瓦
瓦当の幅 (残存)

5.7cm以上

胎土 良好 焼成 軟 二次焼成か?

色調 淡赤褐色

14-2 唐草文軒平瓦
瓦当の幅 (残存)

3 am以上

胎土 良好

焼成 良好 色調 灰自色
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図番号 種類・ 器種 法  量 (cm) 言己 事 備  考

14-3 唐草文軒平瓦
瓦当の幅 (残存)

4.詭m以上

好良

軟

土

成

胎

焼 二次焼成か ?色調 褐灰色

14-4 丸 瓦
残存長軸 :10.lcm以上

残存短軸 : 9.駄狙以上

胎土 密

焼成 やや軟 色調 乳白色

14-5 丸 瓦
残存長軸 :17.致珈以上

残存短軸 : 8.ま加以上

胎土 密

焼成 良好 色調 灰白色

14-6 丸 瓦

由

由

長

短

存

存

残

残

8.ま期以上

8.9cm以上

胎土 良好

焼成 良好 色調 淡茶褐色

15-1 平 瓦
残存長軸 :15.lon以上

残存短軸 :11.駁m以上

胎土 良好

焼成 良好 色調 淡赤褐色

15-2 平 瓦

自

由

長

短

存

存

残

残

15.駁川以上

12.■m以上

胎土 良好
焼成 良好 色調 淡赤褐色

15-3 平 瓦
残存長軸 :14.&ln以上

残存短軸 : 8欧m以上

胎土 良好

焼成 良好 色調 赤褐色

15-4 平 瓦
自

由

長

短

存

存

残

残

12.2知以上

8.41n以上

胎土 良好

焼成 良好 色調 青灰色

15-5 平 瓦

自

由

長

短

存

存

残

残

10.致m以上

8.■ 1■以上

胎土 良好

焼成 良好 色調 暗灰色

15-6 平  瓦

自

由

長

短

存

存

残

残

10 4on以上

6.よ】n以上

胎土 粗

焼成 良好 色調 赤褐色

第 3表 降井家屋敷跡出土遺物観察表

図番号 種類・ 器種 法  量 (cm) 言己 事 備  考

19-1 伊万里焼染付

碗

反転口径 :10.飲m
残存高  : 3.20n以上

胎土 良好

焼成 良好 色調 淡青灰色

見込み蛇
の目に粕

かきとり

19-2 唐津焼 碗
径口

昔
同

転

存

反

残

14 9cln

3.■ln以上

胎土 良好
焼成 良好 色調 淡橙褐色

19-3 伊万里焼染付

皿

反転底径 : 8.4o■

残存高  :4.α ttn以上 割

好

好

良

良

土

成

胎

焼 淡青灰色

外面唐草

文

19-4 唐津焼 鉢
反転底径 : 6.∝m

残存高  : 2.5(班 n以上

胎土 良好

焼成 良好 色調
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図番号 種類・ 器種 法 量 (cm) 言己 事 備  考

19- 5 唐津焼 鉢
反転底径 :20.lcm

残存高  :3.7m以上

胎土 良好

焼成 良好 色調 暗黒褐色

19-6 伊万里焼染付

碗

反転底径 :3.lcm
残存高  :2.7cm以上

胎土 良好

焼成 良好 色調 淡青灰色
外面草花

文

19-7 伊万里焼染付

碗

反転底径 :4.4cm
残存高  :2.4cm以上

胎土 良好

焼成 良好 色調 灰白色

見込み蛇
の目に釉

かきとり

19-8 伊万里焼染付

碗

反転底径 :4.2cm
残存高 : 1.8帥以上

胎土 良好

焼成 良好 色調 淡青灰色

19-9 青磁 花瓶
反転底径 : 4.9cm

残存高 :13.lcm以上
胎土 良好

焼成 良好 色調 明灰緑色

19-10
伊万里焼染付

碗

反転底径 : 4.4cm

残存高  :2.lcm以上

胎土 良好
焼成 良好 色調 灰緑白色

19-11
伊万里焼染付

碗

反転底径 :4.5cm
残存高  : 1.8cm以上

胎土 良好

焼成 良好 色調 淡緑灰色

見込み蛇
の目に釉
かきとり

19-12
伊万里焼染付

碗

反転底径 :4.3m
残存高  :3.3cm以上

胎土 良好

焼成 良好 色調 淡青灰色

19-13 伊万里焼染付

碗

反転底径 :4.6cm
残存高  :3.9cm以上

胎土 良好

焼成 良好 色調 淡青灰色

19-14
伊万里焼染付

碗

反転口径 :11.Ocm

器 高  :6.lcm
胎土 良好

焼成 良好 色調 淡青灰色

見込み蛇
の目に釉
かきとり

19-15 花瓶
反転底径 :4 4cm
残存高  :2.3cm以 上

胎土 良好

焼成 良好 色調 淡青灰色

19-16 赤絵 花瓶
反転底径 :4.斃m

残存高  :5.lcm以 上

胎土 良好

焼成 良好 色調 淡緑灰色

19-17 堺湊焼
すりばち

反転口径 :31.欧m
残存高  :9.6cm以上

胎土 良好

焼成 良好 色調 赤褐色

19-18 備前 甕
反転底径 :25.l■ ln

残存高  :8.2cm以上

胎土 良好

焼成 良好 色調 暗茶褐色

20-1 染付 碗
反転口径 :9.Ocm
器 高  :4.9cm

胎土 良好

焼成 良好 色調 淡青灰色

外面に山

水文

20-2 染付 皿
反転口径 :10.6cm

器 高  :2.馳m
胎土 良好

焼成 良好 色調

外面に花

斉文
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図番号 種類・ 器種 法  量 (cm) 言己 事 備  考

20-3 伊万里焼染付

皿

反転口径 :13.8cm

器 高  :4.7cm
胎土 良好

焼成 良好 色調 青灰色

高台に渦

福文

みこみに

五弁花文

20-4 染付 皿
反転底径 : 3.&狙

残存高  : l am以 上
胎土 良好

焼成 良好 色調 淡緑灰色

蛇の目凹

型高台

20-5 伊万里焼染付

小皿
反転回径 : 8.7m

器 高  :2.4cm
胎土 良好

焼成 良好 色調 灰白色

20-6
付染胎

一戸
陶

瀬 反転口径

器 高

狙
　
知

胎土 良好

焼成 良好 色調 灰黄色

呉須の色

が薄い

21-1 巴文軒丸瓦
瓦当直径

周縁の幅

ｍ

　

ｍ

胎土 良好

焼成 良好 色調 黒灰色

21-2 巴文軒丸瓦
瓦当直径 :13.致知

周縁の幅 : 1.am
胎土 密

焼成 良好 色調 黒灰色

21-3 巴文軒丸瓦
瓦当直径 :12.&珈

周縁の幅 : 1.よ m
粗

軟性
航 色調 黄灰色

21-4 巴文軒丸瓦
瓦当直径 :12 6on

周縁の幅 : 1.飲知
胎土 粗

焼成 良好 色調 暗灰色

21-5 巴文軒丸瓦
瓦当直径 :15 1on

周縁の幅 : 1.7on

粗

軟

土

成

胎

焼 色調 茶灰白色

21-6 唐草文軒平瓦
瓦当の幅 (残存)

3.&m以上

胎土 密

焼成 良好 色調 暗灰色

21-7 唐草文軒平瓦
瓦当の幅 (残存)

3.lo■以上

胎土 粗

焼成 軟  色調 灰白色

21-8 唐草文軒平瓦
瓦当の幅 (残存)

3秩m以上

粗

軟

土

成

胎

焼 色調 黒灰色

21-9 丸 瓦
残存長軸 : 9.欧 m以上

残存短軸 : 9.21■以上

密

軟腫
賊 色調 暗黄灰色

21-10 丸 瓦
残存長軸 :12.&迎以上

残存短軸 : 7.Ⅸ l■以上

密

軟胆
賊 色調 黒灰色

22-1 巴文軒丸瓦
瓦当直径 :13.∝ m

周縁の幅 : 1.Gl■

胎土 粗

焼成 良好 色調 黒灰色
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図番号 種類・ 器種 法  量 (cm) 言己 事 備  考

23-1 丸 瓦
残存長軸 :13.跡以上

残存短軸 :H.4cm以上

好

好

良

良腱
賊 色調 暗黄灰色

23-2 丸 瓦
長

短
軸 :21.lcm

軸 :13.3cm上
胎土

焼成 良好 色調 黒灰色
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第 4表 熊取町遺跡群 周知の遺跡一覧表

No 遺  跡  名 種 類 口寺 代 そ の 他

1 降井家書院 書 院 跡 室町～江戸時代 国指定 重要文化財

2 中家住宅 屋 敷 跡 室町～江戸時代 国指定 重要文化財

来迎寺本堂 寺 院 鎌倉時代 国指定 重要文化財

4 池ノ谷遺跡 旧石 器散 布 地 旧石器時代

5 甲田家住宅 民 家 江戸時代

6 東円寺跡 寺 院 跡 弥生～江戸時代 平安末期の創建

7 城ノ下遺跡 城 郭 跡 室町時代

成合寺遺跡 墓 地 室町時代

9 高蔵寺城跡 城 郭 跡 室町時代 高倉寺城ともいう

10 雨山城跡 城 郭 跡 鎌倉時代

11 五門遺跡 散 布 地 古墳～江戸時代

12 五門北古墳 古墳参考地 古墳時代

13 五門古墳 古墳参考地 古墳時代

14 大浦中世墓地 墓 地 室町時代

15 久保城跡 城 郭 跡 鎌倉時代

山ノ下城跡 城郭参考地 鎌倉時代

大谷池遺跡 散 布 地 古墳～江戸時代

祭礼御旅所跡 祭 ネL跡 室町時代

正法寺跡 寺 院 跡 鎌倉時代

小垣内遺跡 寺 院 跡 江戸時代 小垣内毘沙門堂跡

21 金岡1法寺跡 寺 院 跡 室町時代

22 鳥羽殿城跡 城 郭 跡 室町時代

23 墓ノ谷遺跡 寺 院 跡 室町時代

花成寺跡 寺 院 跡 室町時代 華成寺ともいわれる

降井家屋敷跡 屋 敷 跡 室町～江戸時代

大久保A遺跡 散 布 地 江戸時代



Nα 遺  跡  名 種 類 口寺 代 そ の 他

27 下高田遺跡 条 里 跡 鎌倉時代

大久保 B遺跡 集 落 跡 弥生～江戸時代

紺屋遺跡 散 布 地 古墳～江戸時代

白地谷遺跡 散 布 地 室町～江戸時代

大久保 C遺跡 散 布 地 室町～江戸時代

千石堀城跡 城 郭 跡 室町時代

□無池遺跡 散 布 地 平安～江戸時代

大久保D遺跡 散 布 地 鎌倉～江戸時代

※この一覧表は昭和61年 4月 1日 大阪府教育委員会発行の文化財分布図に従って作成されてい

ます。

※昭和61年 4月 以降の In・l知の遺跡の加増及び範囲の拡大は文化庁長官宛の遺跡発見届に基づい

ています。

※この一覧表は昭千口63年 3月 31日 現在のものです.

※町内の溜池はすべて周知の遺跡と同等の扱いとなります.

※水田は一部条里遺構を残 しているので周知の遺跡と同等の扱いとなります。 .

※旧街道も周知の遺跡と同等の扱いとなります。
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第 27図 熊取町遺跡分布図
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